
東北農業研究（Tohoku Agric．1号cs，）朋．163－164（1991）

ロードアイランドレッド種の卵質及び卵殻質の特性

国分洋一・坂本秀樹●・永山文夫・藤原敏雄

（福島県養鶏試験場・◆福島県福島家畜保健衛生所）

Traits or Egg andlIgg ShellQualities onIihodeIsland Red

YohichiKoKUBUN，llidekiSAKAMOTO・

Fumio NAGAYAMA and T。Shi。FUJIWARA

Fukushima Prefectual Poultry Experiment

・Fukushima Lil・eStOCklIygcne Center

1　は　じ　め　に

当場では従来より採卵鶏の育種改良研究により実用鶏の

作出・普及を図っている。これまでの育種改良の結果一　産

卵性及び飼料利用性では他の実用鶏に遜色ない成細を示す

ものの．問題点として産卵後期における卵質及び卵殻質の

低下があげられる。一方，卵の集卵・洗卵選別過程におけ

る破損卵割合は多いもので1割も見られることから，生産

者に与える影響は少なからぬものと推察される。このよう

なことから，卵質低下及び破卵要因の解明，育種改良によ

る卵質及び卵殻質の改善を図ることは重要な課題と考えら

れる。本研究では，これらの改良に必要な選抜形質並びに

選抜手法に関する基礎資料を得るため，当場産実用鶏の母

鶏となるロードアイランドレッド挿（以‾仁　ロード種とい

う）のこれら特性について検討した。

2　試　験　方　法

供試鶏は，1990年4月餌付けのロード搾（P4系）400

羽とした。育成期は，35日齢までは電熱バクリー背離器，

121日齢までは大雛洋群飼ケージで飼育した後，121日齢以

降単飼ケージに収容し151日齢から試験に供した。飼料は，

35日齢までは市販幼雛用飼料，75日鮪までは同中雛用飼料，

150日齢までは同大雛用飼料を給与後，151日齢以降粗蛋n

質（CP）17％，代謝エネルギー（ME）2776kcal／kg

の成鶏用飼料を給与した。なお，ワクチン等の衛生管理，

他の施姜管理は当場の慣行に従った。

調査は．180，210，240，270，360及び420日齢時に実施

し，卵垂，卵白高，ハウユニット（HU）．比弔，卵殻厚．

ひずみ，卵殻強度，肉斑及び血軌出現率を測定した。なお，

卵殻強度及びひずみの測定は可搬式卵殻変量測定機により

行った。また，270日齢時のデータから遺伝率の推定を試

みた。

3　試験結果及び考察

（1）日齢に伴う測定諸形質の推移

卵垂は口齢に伴い増加したものの．HU，比重，卵殻強

度は直線的に低下した。特に卵殻強度では，400日齢以降

の低下度合いは大きかった。また，ひずみは口齢に伴い大

きくなる傾向にあったものの，一定したものではなかった。

これに対し卵殻厚は0．32～0，30mmで推移し．特定の傾向

は認められなかった。肉斑出現率は，240日齢では9．2％と

低下したが，その後17～20％で推移した（表1）。このよ

うに，今回供試したロード種の加齢に伴う特性として卵殻

強度の400日齢以降の低トーの幅が人きいこと，肉斑が産卵

期を通じて15％以上と高頻度で出現していることがあげら

れる。

表1各形質のll齢にともなう推移

180　 2 10　 24 0　 2 70　 3 60　4 20日齢

卵　　　 市（g ） 5 4．1　 58．1　 6 1．2　 6 3．8　 64 ．4　 6 5．7

H U 9 3．4　 8 9．1　 8 7．4　 8 3，3　 8 1．0　 7 5．0

比　　　 重 1．0 7 9 1．0 78 1．0 74 1．07 2 1．0 68 1．0 68

卵　 殻　 厚（m ） 0．3 1　 0．3 1　 0．3 1　 0．3 2　 0．30　 0．3 0

ひ　 ず　 み■ 73 7　　 59 2　 8 56　 788　　 99 5　 9 38

卵 殻 強 度 （kg ） 2．6 3　 2．9 4　 2．8 1　 2．6 7　 2．50　 2．19

卵 形 係 数 76　　 76　　 7 5　　 76　　 7 5

肉斑 出現率（％） 16．4　 Ⅰ5．5　　 9．2　 17．3　 2 0．2　 18．1

血斑 出現率（％） 7．6　　 6．2　　 6，3　　 3，8　　 7．6　　 9．9

■：単位xlO‾3m／kg

（2）各測定形質間の相関関係

270日齢時における測定形質間の相関関係を見ると（表

2），卵殻質の桔梗となる卵殻強度，卵殻博，ひずみ及び

比重間には，それぞれ有意な相関が認められた。特に，卵

殻頗度と比重には0．65，ひずみには－0．67と有意な相関が

示された。

妻2　各形質間の相聞係数（270日齢）

＊：P＜0．05　＊＊：P＜0．01

（3）各形質における測定Fl齢間の相関性

HUでは各日齢間の相関は全て有意であることから．早

期選抜でも産卵後期のHUの改善が期待できることが示唆

された。これに対し卵殻巌度では，270と42恥1齢間には有

意な相関は認められず，l小、段階での卵殻強度による選抜
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のみでは必ずしも産卵後期の改善には結びつかないことが

予想された（表3）。・一一一万．卵殻厚及び比重では各口齢間

表3　測定日齢間の相関係数
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の相関は全て有意であった。

（4）遺伝率

270日齢時の測定値から分散分析により過伝率を計算

した結果，卵質の指標となる斯け1乱HUでは各々0．軋

0．37と中庸な値であった。これに対し，卵殻質の指標とな

る比重及び卵殻厚では0．24，0，28と前2者に比べ低い値を

示した。なお，これらの値は既知の値と大きく逸脱するも

表4　遺伝率の推定値（270日齢：分散分析）

卵 垂 比 重 卵 白高　 H U 卵 殻 厚 卵 形 係 数

h 2S 0 ．4 8　0．0 3　 0 ．5 9　 0．4 2　 0 ．2 0　　 0．0 6

h 2D 0．5 5　0．44　 0 ．3 2　 0．3 2　 0．3 6　 0．7 0

h Z S ＋D 0．5 2　0．2 4　 0．4 5　 0．3 7　 0．2 8　 0．3 2

のではなかった■‾3）（表4）。

このように．卵質の指標の－一つとなるHUは，遺伝率の

値，産卵前期と後期との相関も高いことから，比較的改良

し易い形質と考えられた。一一方，肉動は．産卵期を通じて

10から20％と高い頻度で推移していることから，商品価値

低下の要因としては大きいものがあるため，今後この改善

を図ることが重要と考えられる。

卵殻質では，特に産卵後期の低下割合が大きいことから，

卵殻強度の改善を中心に育種改良を進める必要がある。た

だ，卵殻強度に対する産卵前期の選抜が，必ずしも後期の

改良につながらないことが示唆されたことから．再度この

要因について明らかにするとともに，2段階選抜等の選抜

手法についても併せて検討しなければならない。他方，卵

殻厚及び比重は・前期と後期との相関が比較的高く，卵殻

強度との相関も高いこともあり，選抜形質としての可能性

を検討する必要がある。

4　ま　　と　　め

ロード種の卵質及び卵殻質の改善を図るための基礎資料

とするため，これら特性について検討した。

その結果．日齢に伴い卵質及び卵殻質にかかる品質の低

下が認められた。特に，卵殻強度では400日齢以降その低

下割合は大きかった。また，産卵期間を通じて肉斑が高頻

硬で見られた。

卵殻強度にはひずみ及び比重が高い相関を示したことか

ら，非破壊による選抜形質としての可能性が示唆された。

卵質の指標となるHUでは測定日齢問の相関は高く，遺

伝率もそれほど低くないことから，早期の選抜のみでも比

較的容易に改良できるものと考えられた。これに対し，卵

殻強度は産卵前期と後期との相関は低く．卵殻強度のみの

早期選抜では産卵後期の改善を図ることは難しく，2段階

選抜等の選抜手法や他形質（比重等）の導入等について検

討する必要がある。
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